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A B C A B C
知識基盤社会 15.9％ 46.0％ 0.0％ 85.7％ 14.3％ 34.8％ 26.1％ 39.1％
生きる力 45.5％ 88.0％ 25.0％ 45.0％ 30.0％ 45.5％ 52.3％ 2.3％
学習指導要領 70.5％ 94.0％ 12.9％ 61.3％ 25.8％ 8.5％ 85.1％ 6.4％
教育課程 43.2％ 76.0％ 5.3％ 47.4％ 47.4％ 18.4％ 73.7％ 7.9％
学力の三要素 29.5％ 76.0％ 0.0％ 53.8％ 46.2％ 42.1％ 55.3％ 2.6％
資質・能力の三つの柱 2.3％ 24.0％ 0.0％ 0.0％ 100％ 33.3％ 50.0％ 16.7％
評価の三つの観点 31.8％ 66.0％ 14.3％ 0.0％ 86％ 51.5％ 48.5％ 0.0％
アクティブ・ラーニング 59.1％ 92.0％ 15.4％ 69.2％ 15.4％ 13.0％ 82.6％ 4.3％
主体的・対話的で深い学び 36.4％ 66.0％ 0.0％ 87.5％ 12.5％ 0.0％ 100％ 0.0％
カリキュラム・マネジメント 4.5％ 38.0％ 0.0％ 0.0％ 100％ 15.8％ 68.4％ 15.8％
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脚注
 1　Active Learningの日本語表記には，「アクティブ・
ラーニング」「アクティブラーニング」のどちらも
多用されるが，本論文では，文部科学省の表記に倣
い，「アクティブ・ラーニング」を用いる．ただし，
引用箇所はその限りではない．
 2　パラダイム；ある時代に支配的な物の考え方・認
識の枠組み．規範．（デジタル大辞泉）
